
令和5年7月時点
１.基本情報

3,873 名 ※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

令和9年度
令和7年度 ※既に申請・届出している場合はその年度を記入

経済学関係 工学関係

135 名
515 名
135 名
115 名

※学部・学科を新設する計画である場合は、当該学部等の所在地欄は予定所在地を記入。
※入学定員には編入学定員を含む。

大学・高専機能強化支援事業
（学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）【支援１】

事業概要

選定年度 令和5年度 学校コード F112310102495
大学名 神田外語大学 設置区分 私立
学校種 大学 都道府県 千葉県

大学全体の総収容定員数

入学定員
収容定員

入学定員の増加数

経営、データサイエンス及びグリーン分野の素養を身に付け、グローバルな視点に立った実践的かつ科学的なアプローチから課題を解決できる
新たな経営人材の育成を目指すため、入学定員135名、収容定員515名からなる国際経営データサイエンス学部（仮称）を令和9年度
に開設する予定である。専門科目として、グローバルビジネス専門科目、ビジネスを主体とデータサイエンス系科目やグリーン分野の科目を配置
するほか、本学の強みである基盤教育科目、英語科目を配置し体系的なカリキュラムを編成する計画としている。さらにダブル・ディグリー制
度の本格的な導入による海外大学との連携や、新設する神田キャンパスにおいて、都心立地の優位性を最大限活用したPBL教育やイン
ターンシップなどの実践的教育を強化する計画である。また、入学者選抜について、新たに「数学1・数学A」と「情報」を入学試験科目として
導入し、より幅広い受験生の確保に努めるほか、女子学生の確保に向け、新たに女子枠の設定を検討している。

改組予定年度
認可申請・届出予定

改組内容 学部の新設
設置等組織名 国際経営データサイエンス学部（仮称）

学部学科
組織構成

外国語学部（英米語学科、アジア言語学科、イベロアメリカ言語学科、国際コミュニケーショ
ン学科）、グローバル・リベラルアーツ学部（グローバル・リベラルアーツ学部）

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織の学位分野
当該学部等の所在地 東京都千代田区内神田、千葉県千葉市美浜区若葉



神田外語大学令和５年度選定 支援１

改組内容改組予定年度：令和9年度
改組内容：学部の新設
設置等組織名：国際経営データサイエンス学部（仮称）
入学定員：【R９新設】135名（うち2年次編入5名、3年次編入10名）
所在地：東京都千代田区、千葉県千葉市美浜区

【目 的】
・インターンシップや産学連携PBLなどの科
目の充実
【配置計画】
・産業界においてビジネスやデータサイエン
ス分野の実務に就いていた教員を複数名配置

実務家教員の配置

・ビジネス、データサイエンス及びグリーン
分野の連携
⇒千葉県私立大学･短期大学間単位互換制度
を活用、千葉工業大学など本学と連携のある
工業系大学との単位互換制度や連携教育プロ
グラムなどの連携
・ダブル・ディグリー制度の拡充
⇒ルーマニア・アメリカン大学、ニューヨー
ク州立大学などとの連携
・高大連携事業
⇒地域の高等学校とのSDGsに関する探究型の
ワークショップの実績をふまえた連携

学内外機関との連携「神田外語大学新学部設置構想会議」
企業と連携した学部構想の策定

【構 成】
・インターンシップ
科目協力企業、東京
都心や千葉幕張に拠
点を置くデータサイ
エンス及びグリーン
分野の企業

【目 的】
・設置構想の事前協
議
・人材育成の在り方
の意見を聴取
・インターンシップ
や産学連携PBL科目の
教育に反映

「大学改革室」
学内推進体制

【構 成】
・副学長（室長）、
新学部に配置予定の
教員、事務局部課長、
コーディネーター
・連携大学や関連企
業の協力

【目 的】
・教育課程の編成、
教員の配置や神田新
キャンパスの整備計
画の策定など
・新学部開設後の運
営支援

【新規導入科目】
・「数学1・数学A」
・「情報」
【新たな入試方法】
・「事業提案型プレゼンテーション入試」
・「女子枠」の設定

入試選抜（新たな取組）

教育内容・特徴

・幅広い教養と企業経営の知識
・デジタルデータの知識技能
・事業に関する実践的な知識
・環境などグリーン分野の知識

獲得する知識・技能

専門科目
グローバルビジネス系、デー
タサイエンス系、環境系の科
目 など

基礎科目 基盤教育科目、英語科目など

＊女子学生に特化した起業に関するカリキュ
ラムを導入

本学のこれまで培ってきた強みを活かし、理工系の専門性と併せ
て十分な文系の専門性と国際性を有する文理両分野に通じた人材
を養成することで、我が国の特定成長分野の発展に寄与

基本
方針

養成す
る人材

経営、データサイエンス及びグリーン分野の素養を身に付け、グ
ローバルな視点に立った実践的かつ科学的なアプローチから課題
を解決できる新たな経営人材の育成

・学校基本調査報告書をはじめ各種の進学動向調査
⇒高校生のビジネス系学部・学科への進学意欲が高い
・千葉県内にはビジネス系や女子学生を意識した学部・学科の
設置が十分ではない
⇒地域的な優位性
・千葉幕張と都内神田の新キャンパスを有機的に活用し、イン
ターンシップの機会確保など実践的なカリキュラムの展開
⇒施設整備計画の優位性

学
生
確
保
の
見
通
し

新たな経営人材の育成
PBL型授業、

インターンシップの実施
経営、データサイエンス、

グリーン分野の素養
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